


































































表1 話 者 数 と民 族 人 口
旧ソ連邦北東アジアのチェルク諸語話者数 [2002年国勢調査資料より]( )内は民族人口2

































民族言語 ロシア語 民族言語 ロシア語 民族言語 ロシア語
ヤクー ト 90 7 93
トゥヴァ 95,6
アルタイ 74 3 56 7 43 2
ハカス 418 12
シ ョル 22 2 76 2
ドルガン 33 3
カラガス (トファラル) 100 0 100 0





































民族言語 露語 民族言語 露語
ヤクー ト (サハ)語 93 8 90 7 ショル語 56 7 22 276 2
トゥヴァ語 98 5 95 6 ドルガン語 817 48 733 3
アルタイ語 84 4 74 325 7カラガス (トファラル)語 43 0 20 080 0






































































































































































































































































































TaHTLIЫ6ЫH TЫaM hИp H.
(以下、略)24






















































































































































究代表者 :林徹/研究受け入れ機関 :東京大学)[2002-2004年度]基盤研究 (A)海外学術
◎課題番号17320065「ユーラシアの言語接触と新言語の形成一―新言語形成のメカニズム解明に
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